
・NPO法人かしもむら
・NPO法人馬瀬川プロデュース
・一般社団法人aichikara
・学生団体 加⼦⺟⽊匠塾

休眠預⾦を活⽤した「ＮＰＯによる協働・連携構築事業」
■対象テーマ
①虐待、いじめ、不登校、ひきこもり、⾃殺など⼦ども・若者が抱える
深刻な課題への⽀援

②⽇本社会における在留外国⼈が抱える課題解決への⽀援と多⽂化共⽣
③過疎地域におけるコミュニティの維持と環境保全

⾃然と⽣きる若者集団プロジェクト
〜若者や⼦どもたちが住みたい村にするためには〜



下呂市
馬瀬

中津川市
加子母



下呂市馬瀬（旧馬瀬村）

⾺瀬 2010年
4⽉

2020年
4⽉

増減 減少率

⼈⼝ 1,390 1,106 ▲284 ▲20%

世帯 413 403 ▲10

加⼦⺟ 2010年
4⽉

2020年
4⽉

増減 減少率

⼈⼝ 3,071 2,705 ▲366 ▲12%

世帯 999 968 ▲31

中津川市加⼦⺟（旧加⼦⺟村）

それぞれ集落の中⼼に清流が流れ、それを育む豊かな森、自然環境に恵まれ
た山村である。しかし、過疎化の流れは深刻で、その自然環境を守っていく担
い⼿不⾜が深刻な状況ある。



過疎問題を解決していくには・・
■「集落ネットワーク圏」（総務省）
基本的には合併した旧市町村（学校区）単位の枠組み
基幹集落（中⼼市街地）への「集約」を中⼼とした「ネットワーク化」

■⾏政区域にとらわれない「新たなネットワーク」の形成
・それぞれの集落の持つ個性を発揮する
・しがらみのない外部の若者の存在により、住⺠の認識の変化が生まれる

チーム結成のねらい



コーディネート団体 NPO法⼈かしもむら（中津川市加⼦⺟）

課題実⾏団体
１．NPO法⼈⾺瀬川プロデュース (下呂市⾺瀬)
２．学⽣団体加⼦⺟⽊匠塾 （建築を専攻する8⼤学300名）
３．⼀般社団法⼈アイチカラ （被災地の⼦どもたちの⽀援等）

チームの事業⽬的
都市部の若者たちが、⼭村での様々な学びや体験を通じて地域へ
の愛着を育み、活動を通じて地域との関りを持ち続ける。
さらには地域の新しい担い⼿としての関係を構築し、過疎地域に
おけるコミュニティの維持と環境保全の問題を解決していく

⾃然と⽣きる若者集団プロジェクト

・域学連携を継続発展させていくためのプラットフォームの構築
・地域課題解決に向けたプログラムの創出
・多様な人材、組織との「関係人口」の構築

今後への展望



馬瀬地区での活動

・⾏政・区⻑会等との調整
・住⺠アンケートの実施
・河川清掃
・オンラインセミナー



馬瀬地区での活動

・遊休農地の調査
・遊休農地マップのGIS化



加⼦⺟地区での活動

・地域特産品のオンイン
ショップの開設

・地元・若者ライターの養成



よみがえった「校歌額」 ⽯巻・⼤川⼩の遺族のもとへ

東⽇本⼤震災の津波で児童や教職員ら
計84⼈が死亡・⾏⽅不明となった宮城県
⽯巻市⽴⼤川⼩学校の新たな校歌額が、
岐⾩県中津川市の中島⼯務店の⼯場で完
成した。28⽇にも、犠牲者の遺族らでつ
くる「⼤川伝承の会」に贈られる。

⼀般社団法⼈「aichikara」（名古屋
市）による「⼤川⼩学校 未来をひらく
プロジェクト」の⼀環。額は横2・4メー
トル、縦1・7メートルで、愛知、茨城、
愛媛、神奈川、岐⾩5県の⼩中⾼8校の児
童・⽣徒が、⼀つ9センチ四⽅の⽂字版
を彫るなど協⼒した。

朝⽇新聞デジタルより





加⼦⺟⽊匠塾
今年度の取り組み

渡合地区
再整備・活⽤計画
コンペティション



10月
着任式

間伐体験
メンテナンス

11月

2月
助成金申請

域学連携
報告会

3月

4月
敷地調査

制作物決め

施主打ち合わせ

5月

6月
工務店打ち合わせ

最終打ち合わせ

材発注

7月

8月
本工期

反省会

9月

例年通りの活動フロー



新型コロナウイルスの影響

国による緊急事態宣⾔
⼤学側からの活動制限 例年通りの活動は厳しい

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

地
域
内
講
評
会

講
評
会

例年通りの
活動を想定

加⼦⺟で何か
できることを模索

渡合コンペ開催

→

緊
急
事
態
宣
⾔

第１波 第２波 第３波

G
o To

ト
ラ
ベ
ル



1.加⼦⺟を良く知る学⽣の視点からの提案が地域の議論に参⼊する事で
渡合地区の活⽤⽅法に幅を広げること期待

2.渡合地区は加⼦⺟⽊匠塾が過去に活動をしていた事がありゆかりのある⼟地ということで、
⽊匠塾としてもこのコンペを通して渡合を知るいい機会になる

3.今回、コンペを⾏い専⾨の⽅に⾒てもらう機会を作ることが、
⽊匠塾の設計の⼒を伸ばすきっかけとなる

経緯

いくつかの要因からコンペを⾏うことが現状で⾏うことができる最善策

2027年開通予定のリニア新幹線が中津川市に開設されることを契機に
加⼦⺟でも地域資源を活かした魅⼒の発信を検討しており、
加⼦⺟の歴史や⾃然を象徴する渡合地区の再整備計画が考えられている。



学⽣には現地に⾏けない難しい条件の中、現地の図⾯や、画像、動画、などの資料をもとに想像を
膨らましてもらって夢のある提案からヒューマンスケールの具体的な提案まで様々な提案をしてもらった

参加体制は⼤学によって異なり、各⼤学のコロナウイルスによる活動制限に合った形で取り組んでいた



渡合地区の写真 既存建物の図⾯



地域内講評会

アンケートを配布し、案について地域の⽅の⽬線からご意⾒をいただいた

10⽉23⽇

地域の⽅の意⾒を提案に落とし込み、ブラッシュアップを⾏う。



講評会11⽉15⽇ 全10作品

審査員 柳沢究さん
（京都⼤学准教授 1999年参加）

堀健太さん
（堀健太建築設計事務所 2007年参加）
⼟井脩史さん
（京都橘⼤学 教員 2007年参加）



講評会後の座談会



全10提案



優秀作品紹介

最優秀賞1点

優秀賞2点

京都⼤学

名城⼤学

京都芸術⼤学



高時山、 加子母方面へ

渡合温泉ラ ンプの宿へ

高樽の滝、 神宮備林方面へ

最優秀賞 京都⼤学



優秀賞 名城⼤学



広大な森の中にフ ァ ニチャ ーを置く 。
こ のフ ァ ニチャ ーの布は、 森と 人の間に結界を作り 気持ちの切り 替えをさ せる。
また、 人が座っ たり 、 登っ たり 、 寝転んだり でき るフ ラ ッ ト な面は上下に高さ 調節が可能なため自然と の距離感を楽
し むこ と ができ る。
上部のフ レームを 通し て視線を一点に絞り その向こ う にある空や緑、 自然を 見るこ と で新し い気付きや発見がある。
そこ は自然を より 感じ ら れる空間と なる。

巡る

森の緑を切り 取る✂

夕焼けを切り 取る✂

星空を切り 取る✂

塔全体をグリ ッ ト で構成する事で、 大人から 子ども まで見える景色が限定さ れずグリ ッ ト の奥に見える森の景色を特
別なも のにでき る。
グリ ッ ト のサイ ズはラ ンプが置ける大きさ になっ ており 、 夜になると 塔の中にラ ンプを置く 事で光が灯それが自然に
塔の中を巡る人々の軌跡と なる。
またグリ ッ ト の所々に、 和紙やガラ スなどの様々な素材を 埋め込む事で普段と 違っ たラ ンプの新し い灯を 魅せるこ と

呼び込む

出入り 口から 内部へのパース

塔の中心から 見上げた角度

階段から 森の風景の見え方

屋上から の塔を見下げる角度

組み立てが簡易な単管パイ プ  　 　 　 　 　 木の温かみ
視界を限定する

自然（ 風） を視覚化する

すわる　      H3 0 0 こ し かける  H7 0 0 こ し かける  H7 0 0

大自然の中に気兼ねなく 寝転べる 天井のき のフ レームと 布の効果によっ て
視界を限定化し ピク チャ 化する

Grid

風景を切り 取る
ラ ンプを置く

巡り 軌跡をつく る朝・ 昼 

夜

Variat ion

material

Const ruct ion Stairs

9 本の鉄骨の柱

Const ruct ion

優秀賞 京都芸術⼤学


